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1. コースの概要



神戸大「日本語教師養成ＳＣ」小史

• ２０１５年度 研究科副専攻課程として「日本語教師養成サブコース」設置（学内唯一）

• 2021年度 コーディネイターを他コースから公募

• 2022年度 研究科の研究教育Ｐに採択（ウェブサイト、交流会、外部講師ビデオ）。５０
項目対応済み認定（８月）。

• 2023年度 コーディネイターWGが「運営委員会」に。内規精緻化。履修生交流会。拠
点申請。

• 2024年度 拠点採択。定例運営委員会開始。委員会予算。対応済み再申請。研究教育
Ｐ（２期）に採択。オープンバッジ申請採択。登録申請（科目の削減と構造化）・登録。科
目提供教員用説明ビデオ制作。履修生交流会。日本語学校見学。JFとの協力提携締結。

• 2025年度 登録後の初回学生受け入れ（8名）。就職支援として年間３回のランチョン
セミナー実施。コミュニカ学院との協力提携締結。外部評価。

• 2026年度 初回学生がＭ２に。後期に新制度での初の実践研修実施予定（後期）。



神戸大SCの特徴

• ＜研究科設置の副専攻として＞

• １）専門分野の知見＋人文科学の基盤的研究スキル＋日本語教授ス
キルの三者を併せ持った日本語教育人材の養成を目指す

• ２）SC設置の全科目を専任教員が担当。担当教員向けビデオ作製
などを通して、専任教員のチーム意識を醸成

• ３）学際的研究科の特色を生かし、とくに「外国語教育としての日本
語教育」の指導を展開

• ４）SCでの学修と修士・博士の専門研究の日常的・体系的往還

• ５）ＳＣ学生を支える多様なサポート（ランチョンセミナー、教材配布、
ニューズレター、学校見学、etc）



SC在籍学生について

• M2: 2024年度入学 １０名

• アジ太1、文人2、芸術１、言コミ４、外シス１、外コン１

•日本人５、留学生５（中国）

• M1: ２０２５年度入学 ８名

• アジ太１、言コミ３、外コン２、外シス１、モダニティ１

•日本人２、留学生６（中国・ブラジル）



SC修了学生数と進路状況

• 累計91名

• 2016年（5）、2017年（15）、2018年（8）、2019年（5）、2020年（10）、2021年
（9）、2022年（7）、2023年（9）、2024年（7）、2025年（11）、2026年（5）

• 日本人学生34、中国・台湾留学生51、その他留学生5（ブラジル、ブルガリア、スペイン、
モンゴル、ベトナム）、調査中１

• ☛進路 多数はＤ進学

• 言語教育系への就職者数 約17名 （※非常勤含む、把握分のみ）

• １）日本語教員 9 （コミュニカ学院3、海外派遣、フリー等）

• ２）大学教員 5：筑波大学助教（中国語）、鳥取大学講師（英語）、愛知大学助教（中国
語）、追手門大学講師（英語）、ハルピン師範大講師（日本語）

• ３）小中高教員 3：岡山県立高校教諭（英語）、兵庫県立高校講師（DS）、神戸大附属
小学校教諭



養成課程科目
2025年度入学生 2026年度入学生



必修科目の概要

• 第二言語習得論特殊講義（田中） 第二言語習得論が成立した背景を取り上げるとともに，第二言語習得の代表的な理論を概
観する。特に英語（或いは日本語）が外国語（あるいは第二言語）である人たちが、英語（或いは日本語）を習得する際に関係す
る言語学的，認知心理学的な要因と英語習得（或いは日本語習得）のプロセスについて取り上げる。

• 日本語教育方法論特殊講義（齊藤） 日本語非母語話者に対する日本語教育の実践にあたり必要となる、外国語/第二言語教
授法やコースデザインに関わる知識について、その理論的背景とともに学び、言語教育に対する理解を深める。

• 日本語教育応用論特殊講義（川上） 日本語教育とそれを取り巻く社会的事象に着目し、言語教育と社会の関係について学び、
議論する。そして、日本語教育の現場にそれがどのように反映しているのか、といった問題に受講生自身が考えていく。

• 外国語教育内容論特殊講義Ⅱ（石川） １）応用言語学（外国語教育学、第２言語習得論）の成り立ち・目的・展開について理
解する、２）言語習得・言語処理・学習者特性・教授法・言語能力・多様性といった主要観点について理解を深める、３）以上を通
じて外国語（日本語、英語など）教授の実践者として必要となる基盤的能力の向上を図る。

• 言語コミュニケーション論演習（川上） １）教室活動を行うための教科書分析、２）研究課題を解決するための教科書分析、の2
点から、日本語教科書分析について学ぶ。

• 外国語教育コンテンツ論演習（石川） １）コーパス言語研究の基礎的な概念を修得する。 ２）コーパスの基礎的な分析技術を
修得する。 ３）コーパスから得られた頻度データの基礎的な処理技術を修得する。 ４）記述的視点に基づく言語データの観察方
法を修得する。５）以上を通じて現代日本語学および日本語教育学に関する基礎的知見を深める。

• レトリカル・コミュニケーション論特殊講義（小松原） プレゼンテーション、小説などの技巧的な表現だけでなく、エッセイ、雑誌、
新聞、テレビ、SNS、会話、音楽、アニメ、ドラマ、映画などの身近な言語表現から取った具体例の分析にもとづき、特に言語学の視
点からレトリックについての理解を深める。

• 言語行動科学論特殊講義（林） ※2025年度非開講



実践研修（教壇実習）

•日本語教育実践演習（齊藤・川上） 

•第1回 オリエンテーション（模擬授業・教
壇実習の担当日の調整）

•第2回 授業見学

•第3回～第4回 授業準備

•第5回～第8回 模擬授業

•第９回～第14回 教壇実習

•第15回 教育実習全体の振り返り



2. サブコース科目の指導例
必修科目「外国語教育内容論特殊講義Ⅱ（応用言語学）」を例に



視察対象授業の全体計画
• 外国語教育内容論特殊講義Ⅱ（応用言語学）

• 第1章 応用言語学と第2言語教育（萌芽期、確立期、発展期）

• 第2章 言語習得の基本モデル（経験説、生得説、モニタモデル、複合説）

• 第3章 言語の対照（対照分析、誤用分析、中間言語分析、学習者コーパス分析）

• 第4章 言語処理（記憶、ワーキングメモリ、文の理解と産出、脳機能）

• 第5章 学習者特性Ⅰ（年齢、適性、性格）

• 第6章 学習者特性Ⅱ（学習スタイル、学習方略、動機づけ）

• 第7章 言語教授法の確立（グラトラ～オーディオリンガル）

• 第8章 現代の言語教授法（理解志向型教授法、コミュニケーション志向型教授法、内容
志向型教授法、学習者志向型教授法）

• 第9章 言語能力観（Hymesモデル、Bachmanモデル、欧米日の言語シラバスに見るL2
言語能力モデル、習熟度テストにおけるL2技能別能力観）

• 第10章 言語能力の評価（古典的テスト理論、現代テスト理論、項目応答理論）

• 第11章 応用言語学の新しい展開（多様性と包摂性、批判的応用言語学）



授業方法の工夫

• １）反転授業の導入

• １週間に、学生は教科書指定範囲（毎回約4０ｐ）を講読。授業
前日までにターム定義＋質問をLMSに送付。

• 授業では、輪番学生（２名程度）が当該週の内容に関して＜教
科書に書いていない内容＞を調査し、ピア学生に「指導」

• 講師は学生質問等を中心にコメント。ディスカッションの司会

• ２）M2の実習への足場架け

• 神戸大英語授業の見学と評価、日本語学校日本語授業の見学
と評価

• ３）「外国語教育としての日本語教育」アプローチ

• 日中・ブラジル等の英語教育比較などの話題を取り入れる

• ４）評価方法

• 平常点＋試験。試験は、応用試験を見据え、基本的なターム・概
念の定着を確認するチェックテストを実施（100問テスト）



3. 特色ある取り組み



(1) ランチョンセミナー

• 学生サポート＋日本語教育専門職への就職支援
• 2025年度実施分
• 第１回（4/30） 海外で日本語を教える
• 第２回（7/31） 中国で日本語を教える
• 第３回（1/7） 応用試験受験とその先のキャリアパス
• ※応用試験関連教材類の無償配布も

• 応用試験受験を自然に促す仕掛けづくりの必要性
• （2025年の場合） 7/14～8/22 出願 → 11/2 試験
• ☛M2夏の段階では、受験に自信のない学生も多く、働きかけも重要



講師は本研究科のＯＧ・OB





(2)ウェブサイトを通じた情報公開・発信



修了生によるインタビュービデオアーカイブ



ニューズレターの定期刊行



受講生評価・自己評価結果の外部公開



外部評価の体制と実施

• １）ＳＣ学術連携協定に基づく外部評価委員の委嘱

• コミュニカ学院校長 内田さつき氏

• JF関西国際センター日本語教育専門員 熊野七絵氏

• ２）実施実態調査

• ＳＣ外部評価委員である内田さつき先生（コミュニカ学院校長）が、サブコース授業を参
観（2026年1月7日）

• ３）外部評価

• 2026年3月中に、内部評価報告書および関連資料を外部評価委員に送付

• 2026年3月24日に、オンラインにて、2名の外部評価委員を招いて評価委員会を実施

• 年度末をめどに、外部評価報告書をオンラインにて公開



4. 登録機関留意事項への対応



留意事項対応（全般）1

• 教育課程について日本語教育の専門性
を有する者が引き続き編成作業に携わり、
申請機関全体として共通理解を図ること。

• ☛日本語教師養成サブコース委員会所
属の4名の委員（教授2＋准教授2。全員
が日本語学・言語学・言語教育学関連分
野の博士号所持者）がカリキュラム全体
を管理。

• 必須項目や登録日本語教員制度につい
て学べる「オンラインビデオ」を作成し、科
目提供教員に視聴してもらうことで、機関
全体としての意識向上を図った。

• 「登録日本語教員実践研修・養成課程コ
アカリキュラム」を踏まえ、受講者が必須
の教育内容を確実に習得し、日本語教育
が実践できるよう、改めて各学習項目の
修得方法を整理し、授業の工夫を図るこ
と。

• ☛５０項目については、必修科目だけで全
体がカバーできるようカリキュラムを設計
し、その上で、選択科目を通して各項目の
強化が図れるように対応している。

• あわせて、学生・科目提供教員向けの記
名式アンケートを実施することで、学生・
教員からの要望を拾い上げ、問題がある
場合は日本語教師養成サブコース委員
がサポートを提供できる基盤を整備した。



留意事項対応（全般）2

• 実践研修や養成課程の実施を通じて、「日本
語教育の参照枠（報告）」についての理解や
意識づけが十分に行われるよう、引き続き工
夫を図ること。

• ☛本研究科にはCEFRや欧州の言語政策を
専門とする者もいることから、そうした専門家
の助力も得つつ、参照枠の理念が提供科目
全体に十分に反映されているかどうかサブ
コース運営委員会においてシラバスチェック
を行った。

• 運営委員や科目提供教員は、拠点研修会や
関西日本語教師ネットワークが主催する参照
枠をテーマにした講演会・研修会に積極的に
参加し、最新の知見を得るよう努めた。

• 2026年度新規担当者用に「参照枠」解説ビ
デオを作成し、視聴を依頼する予定である。

• 授業時間以外に授業時間の二倍に相当する
時間の自学自習を促すようなカリキュラムと
なっているかを再度確認し、常に学び続ける
素地を養うこと。

• ☛神戸大学においては、「学修振り返り」制度
があり、家庭学修時間を把握・管理している。

• 加えて、シラバスにも家庭学修の内容などに
言及することに努め、文部科学省の定める適
切な学修時間の確保が図られるよう対応を
行っている。



留意事項対応（全般）3

• 登録実践研修機関が責任を持っ
て教壇実習等に関わる体制を引き
続き構築すること。

• ☛学内の「グローバル教育セン
ター」において実践研修を実施。

• 実習科目担当責任者2名は、サブ
コース運営委員会委員を併任。

• こうした制度設計を取ることにより、
登録実践研修機関が責任をもって
実習を運営する担保としている。



留意事項対応（機関別指摘）1

• 大学院に設置する養成・研修であるこ
とに鑑み、幅広い教養と高い課題解
決能力を有した日本語教員の育成が
期待できる。

• ☛「幅広い教養と高い課題解決能力
を有した」教員養成を強化すべく、
2025年度においては、年度当初の大
学院生全員が出席するオリエンテー
ションにおいてサブコースの説明を拡
充し、幅広い専門の学生の受講がな
されるよう体制整備を行った。

• 当該コースに関わる教員間の連携を
さらに強化し、登録日本語教員養成
の目的と趣旨が引き続き担当教員間
で確実に共有されるようにすること。

• ☛科目提供者向けビデオ２本を作成
し、科目提供教員全員に視聴を求め、
登録日本語教員養成制度の概要や、
必須の学修項目、また、参照枠の理念
について説明を行い、全教員が人材
養成理念を共有できるよう対応を
取った。

• 新課程２年目にあたり。選択科目を４
つ増設し、関連教員ネットワークの拡
大を行った。



科目提供教員向け解説ビデオ（学内限り）



留意事項対応（機関別指摘）2

• 実践研修の実施について、試験ルートを含む
様々なニーズにできる限り多くの登録実践研
修機関が対応することの重要性に鑑み、大学
として設ける科目など履修生の制度を活用す
ること等により、自大学の学生以外の者の新
たな受け入れ又は既存の受け入れ枠のさら
なる拡大について検討すること。

• ☛地域中核国立大の責務もふまえ、本学での
実践のノウハウを地域の他大学に提供。近隣
大学における同様の課程運営への助言指導
を実施。

• あわせて、以下の２つのオプションについて実
施可能性を検討中。

• 定員に余裕がある場合に限り…

• （案１）本学卒業生の小中高の現職教諭で
養成課程修了者に実習機会を提供

• （案２）神戸市教委の推薦を受けた神戸市立
小中高の現職教諭で養成課程修了者に実
習機会を提供

• ※ただ、物理的制約により、実施しても、1～２
名までの規模感になると予想される。



Thank you.
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